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 「出張ハローワーク！ひとり親全力サポートキャンペーン」とは 

 普段ハローワークになかなか足を向ける機会が持てない「ひとり親」の方を対象に、 

8月からの現況届の手続き時に、各ハローワークが管内の自治体の児童扶養手当支給 

担当部署の近くに臨時窓口を開設し、就労支援を実施します。 

 キャンペーンの詳細は7月28日に記者発表させていただきます。 

                                                       担当：訓練室（日暮） 電話：043-221-4087 
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１．「出張ハローワーク！ひとり親全力サポートキャンペーン」を8月に実施します！ 

お市役所等にハローワークの臨時窓口を設置します。 
普段忙しくてハローワークに来ることができないお母さん、お父さん。
児童扶養手当の現況届の提出時にぜひお立ち寄りください。 
 あなたのお仕事についての悩みを、相談してみませんか！ 

（平成２９年６月３０日） 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

              担当：雇用環境・均等室（辺田） 電話：043-221-2307   

２．ハラスメント対応特別相談窓口（☎043-221-2307）を開設します！ 

  千葉労働局開設期間：平成29年7月3日（月）～平成29年12月28日（木） 

  受付時間 ８時30分～17時15分 月曜～金曜日（祝日除く） 

 

  
 ◆ 上司に妊娠を報告したら、「他の人を雇うので早めに辞めてもらうしかない」と言われた。 
 ◆ 育児短時間勤務をしていたら「あなたが早く帰るせいで周りは迷惑している」と言われた。 
 ◆ 妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメントの相談を受けたが、会社として、何をすれば 
  よいのだろう。                   ・・・などのご相談に対応します。 

働く人も、企業の担当者も、ご相談ください！ 

男女雇用機会均等法、育児・介護休業法では・・・ 
●妊娠・出産・育児休業・介護休業等を理由とする解雇などの不利益な取扱いを禁止しています。 
●平成29年1月1日から、上司・同僚からの妊娠・出産・育児休業・介護休業等に関するハラスメントを防止す   

る措置が事業主に義務付けられました。 詳細については、厚生労働省ホームページをご覧ください。 

Ｑ．妊娠したら退職を強要されました。相談したら、労働局ではなにをするのですか？ 

Ａ．相談者のご希望や状況を踏まえ、会社に事実確認を行い、その状況に応じて会社に働きかけを行
います。相談者の了解なしに、会社に相談者の情報を提供することはありません。会社との間に紛争
が生じている場合は、労働局長による援助や調停会議による調停を行っています。 
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３．ユースエール認定企業交付式の開催 

    ２０１７年度 初 ユースエール認定企業に１社を認定 
 
      ～若者の採用・育成に積極的な優良中小企業を厚生労働大臣が認定～    

  千葉労働局（局長 塚本勝利）では、「青少年の雇用の促進等に関する法律」（以下「若
者雇用促進法」）に基づき、企業１社（平成29年5月26日付け）に対し、ユースエール認定し
ました。 

  ユースエール認定制度は、平成27年10月1日施行の若者雇用促進法によって創設され

た、若者の採用・育成に積極的で雇用管理の状況などが優良な中小企業が、都道府県労
働局への申請により、厚生労働大臣の認定を受けることができるものです。 

  認定を受けた企業は、認定マークを広告、商品、求人広告などに使用でき、若者雇用促

進法に基づく認定を受けた優良企業であるということを対外的にアピールすることができま
す。また、都道府県労働局やハローワークによる重点的なマッチング支援、助成金の加算
措置などを受けることができます。 

 

     日 時：平成２９年７月１０日（月） １０時００分～ 

   場 所：千葉労働局 局長室 

     （千葉市中央区中央4-11-1 千葉第二地方合同庁舎2階） 
 

                     担当：職業安定課（藤田）  電話：０４３－２２１－４０８１ 

 
 

【認定マークの解説】 

  若葉の形は、若者
がやる気に満ちあふ
れ、腕をふるう姿を、
赤い丸はその活力を
意味し、若い力で日
本の活力を上昇させ
ていくイメージを表現
しました。 

 建設工事の労働災害を防止するためには施工業者自ら安全管理を徹底することが重要です。 

 さらに、工事を発注する発注者が、発注に際し労働災害の防止に関し次の事項について配慮
することが重要です。 

  １ 施工時の安全衛生の確保に配慮した工期の設定、設計の実施等 

  2 施工時の安全衛生を確保するために必要な経費の積算 

  3 施工時の安全衛生を確保する上で必要な場合における施工条件の明示 

  4 適正な施工業者の選定及び施工業者に対する指導 

 このため、千葉労働局では毎年、県内の建設工事発注機関及び災害防止団体を構成員とした 

  「建設工事発注機関連絡会議」  

を開催し、災害発生状況、発注者としての安全施工への取り組み等について、協議、情報交換
等行っています。 
 

  日時： 平成29年7月25日（火）午後2時00分～ 

  場所： 京葉銀行文化プラザ 中会議室  

                 （千葉市中央区富士見1丁目3-2） 
 

                担当：健康安全課（菰田） 電話：043-221-4312 

4．「建設工事発注機関連絡会議」を開催します！ 
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       担当：千葉労働局労働基準部賃金室 北村 電話：043-221-2328   

   

５．平成２９年度千葉県最低賃金について －千葉県最低賃金審議会が始まります－ 

 平成２９年７月４日（火）午後４時より、第４０１回千葉地方最低賃金審議会（本
年度第１回目）を、千葉県教育会館で開催します。 

 本審議会で千葉労働局長は、平成２９年度の「千葉県最低賃金の改正決定に
ついての調査審議」の諮問を行う予定です。 

参考 

○ 千葉県における最低賃金（時間額）の推移 

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

最低時間額 ７５６円 ７７７円 ７９８円 ８１７円 ８４２円 

引上げ額  ８円 ２１円 ２１円 １９円 ２５円 

時間額の対前
年度上昇率 

１.０７％ ２.７８％ ２.７０％ ２．３８％ ３．０６％ 
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  女性の就業が進むなど社会の実情が大きく変化している中で、配偶者の収入要件がある「配
偶者手当」については、税制・社会保障制度とともに、女性パートタイム労働者の就業調整の要
因となっていると指摘されています。  

 税制・社会保障制度については、配偶者控除等の見直しや被用者保険の適用拡大などの制度
改正が行われており、配偶者の収入要件がある「配偶者手当」についても、配偶者の働き方に中
立的な制度となるよう見直しを進めることが望まれます。  

 厚生労働省では、労使において「配偶者手当」の在り方の検討を行っていただくため、「配偶者
手当の在り方の検討に関し考慮すべき事項」 ※１を取りまとめました。各企業におかれましては、

趣旨をご理解の上、企業の実情も踏まえて労使で真摯な話合いを進めていただくようお願い申し
上げます。 

 ※１：｢配偶者手当の在り方の検討に関し考慮すべき事項」について（平成28年5月9日付 基発0509第1号）  
  

【リンク先本省HP】  
   http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/haigusha.htm  
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            担当：雇用環境・均等室(菅原）  電話：043-306-1860  

 

＜新着情報・重要なお知らせ＞ 

 

            担当：雇用環境・均等室(菅原）  電話：043-306-1860  

 

１．「配偶者手当」の在り方について企業の実情も踏まえた検討をお願いします                

━ 女性の活躍を促進していくために ━ 



                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、平成27年4月24日に、「夏の生活スタイル変革」の 
通称を「ゆう活」（ゆうやけ時間活動推進）とすることが決 
まったことをうけ、今後は通称やロゴマークも含めて、民 
間企業へ「ゆう活」の周知啓発を推進していきます。 
 「ゆう活」の実施には、これを契機とした業務効率化及 

び意識の変革が不可欠です。仕事の開始時間を早めても、結果として帰る時間が変わらず、結果として労働
時間が延長されてしまうのでは意味がありません。仕事を早く終え、早く帰れるように、ゆう活の取組にあわせ
て、業務の効率化、働き方への意識の変革を図りましょう。 

 また、育児・介護等の事情により「ゆう活」が困難な労働者にまで無理に適用しないなどの配慮も必要となり
ます。 
 これらの点に十分留意のうえ、「ゆう活」を効果的に実施しましょう。 
  
 それぞれの具体的な取組（取組企業一覧）は、働き方・休み方改善ポータルサイト 
（http://work-holiday.mhlw.go.jp/case/index.php?action_kouhyou_caseadvanced_yukatsu=true） 

で確認することが出来ます。取組内容を確認の上、それぞれの「夏の生活スタイル変革」に取り組んでみては
いかがでしょうか。 
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            担当：雇用環境・均等室(菅原）  電話：043-306-1860  

＜新着情報・重要なお知らせ＞ 

夏の生活スタイル変革（ゆう活）とは 

 現在、政府では、働き方改革の一環として、明るい時間が長い夏の間は、朝早くから働き始
め、夕方には家族などと過ごせるよう、夏の生活スタイルを変革する新たな国民運動（「夏の生
活スタイル変革（ゆう活）」）を展開しています。具体的には、夏の時期に「朝型勤務」や「フレッ
クスタイム制」などを推進し、夕方早くに職場を出るという生活スタイルに変えていくものであり、
それぞれの企業や働く人の実情に応じた自主的な取組を可能な範囲で実施いただくものです。 

２．夏の生活スタイル変革（ゆう活）について-はじめよう！夕方を楽しむ活かす働き方- 

http://work-holiday.mhlw.go.jp/case/index.php?action_kouhyou_caseadvanced_yukatsu=true
http://work-holiday.mhlw.go.jp/case/index.php?action_kouhyou_caseadvanced_yukatsu=true
http://work-holiday.mhlw.go.jp/case/index.php?action_kouhyou_caseadvanced_yukatsu=true


 

 

  

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：雇用環境・均等室(辺田）  電話：043-221-2307  

   

 
 
 
 
 
 
 
 

6 

※応募資格、応募方法など詳細は、「パートタイム労働者活躍推進企業表彰サイト」をご覧ください。  

       https://part-tanjikan.mhlw.go.jp/award/ 

                  担当：雇用環境・均等室（辺田）  電話：043-221-2307 

３．平成２９年度「均等・両立支援推進企業表彰」の候補企業を募集しています 

 ～女性の活躍を推進している企業 ファミリー・フレンドリーな企業を表彰します～ 

応募期間 平成２９年６月１日～７月３１日 

４．パートタイム労働者活躍推進企業表彰の募集が始まりました！ 

      応募締切：平成２９年８月３日（必着） 

＜表彰の種類＞ 
 厚生労働大臣優良賞（「均等推進企業部門」「ファミリー・フレンドリー企業部門」） 
 厚生労働大臣最優良賞（過去に優良賞を受賞している企業で、両部門に優れた企業） 

均等推進企業部門 
 女性の能力発揮を促進するために、他の模範となるような取組（女性の採用拡大、職域拡大、
管理職登用、職場環境・職場風土の改善等）を推進し、その成果が認められる企業 

ファミリー・フレンドリー企業部門 
 仕事と育児・介護を両立できるさまざまな制度を持ち、多様でかつ柔軟な働き方を労働者が
選択できるような他の模範となるような取組を推進し、その成果が認められる企業  

【審査の流れ】 表彰候補企業の募集(7/31締切）→ 一次審査（書類審査）→ 二次審査（ヒアリング審査） 
        → 受賞企業決定（１２月頃の予定） 表彰式・シンポジウム開催 

※応募資格、応募方法など詳細については「女性の活躍・両立支援総合サイト」の専用ページをご覧ください。 

 http://positive-ryouritsu.mhlw.go.jp/award/ 

                                                         担当：雇用環境・均等室（辺田）  電話：043-221-2307 
 

 厚生労働省では、パートタイム労働者の活躍推進の取組を積極的に進める企業を「パートタイム労働
者活躍推進企業」として表彰し、その取組を先進企業として広く発信しています。 
 昨年度の受賞企業１２社のうち、県内の企業では３社（※）が受賞しています。  

 
 
◆パートの募集で、応募数が２倍以上になりました。 
◆定着率が上昇し、優秀な人材の活躍が実現できるようになりました。 
◆新聞やテレビに取り上げられ、それをご覧になったお取引様からの反応が多くありました。 
◆パート社員を中心に「素晴らしい取り組みをしている会社にいられることを誇りに思ってい
る」といった内容の声が多く聞こえるようになりました。 
◆応募を機に改めて自社の取組を見つめ直し、また他社の先進事例を学んだことで、課題と目標
の具体化につながりました。 

受賞企業の声 

平成２８年度受賞企業（１２社） 

◆最優良賞（厚生労働大臣賞） 株式会社オリエンタルランド(※)、株式会社ケア２１ 
◆優良賞（雇用均等・児童家庭局長優良賞） あいおいニッセイ同和損害保険株式会社、 
      株式会社ＡＯＫＩ、株式会社千葉興業銀行(※）、 株式会社東邦銀行 
◆奨励賞（雇用均等・児童家庭局長奨励賞）  
      イオン九州株式会社、株式会社イオンファンタジー（※）、株式会社オーティーエス 
      株式会社関西スーパーマーケット、株式会社サンリッチ三島、株式会社日豊ケアサービス 

＜新着情報・重要なお知らせ＞ 

http://positive-ryouritu.mhlw.go.jp/award/
http://positive-ryouritu.mhlw.go.jp/award/
http://positive-ryouritu.mhlw.go.jp/award/
http://positive-ryouritu.mhlw.go.jp/award/
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５．仕事は計画を立てて行うもの。それでは休暇は？ 

        やす          
 「仕事休もっ化計画」 まずは、夏季休暇からはじめよう！ 

 休もっか計画１  仕事と生活の調和のために、計画的に年次有給休暇を取ろう。 
 休もっか計画２  土日・祝日にプラスワン休暇して、連続休暇にしよう。 
 休もっか計画３  話し合いの機会をつくり、年次有給休暇をとりやすい会社にしよう。 

担当：雇用環境・均等室（辺田） 電話：043-221-2307 

＜新着情報・重要なお知らせ＞ 



                           千葉労働局・各労働基準監督暑 

期間 平成29年5月1日から9月30日まで（4月は準備期間、7月は重点取組期間です） 

                                 

 

 

 

 

  

       

 

                              

          

 

             意識がないなら救急車！！ 

 （意識がない、自力で水が飲めない場合はすぐに救急車を呼びましょう！） 

 あらゆる機会をとらえて事業者に熱中症予防を呼びかけています。 

  平成２ ４ 年から２ ８ 年の5 年間で97 名が千葉県内で作業中熱中症になりました。（休業4日以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 実は熱中症対策は4月から必要です。          作業開始後、2時間経過したころから多く発症しています。 

 

 

               担当： 健康安全課 （内）  電話：043-221-4312   
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＜新着情報・重要なお知らせ＞ 

６．今年もアツいぞ！ちばの夏！ＳＴＯＰ！熱中症 クールワークキャンペーン 

今年もアツいぞ！ちばの夏！ 

熱中症が疑われる人を見かけたら・・・ 

飲ませろ！     冷やせ！     涼しい場所へ！ 
 （水分補給）        （衣服をゆるめ、からだを冷やす）   （涼しい場所へ避難させる） 

（平成24年から28年労働者死傷病報告に基づき作成）       （平成24年から28年労働者死傷病報告に基づき作成） 


